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ω融周年
砂11月は国民年金制度推進月間。年金はあ芯たの大切芯財源です l

きれい叫11をよみがえらそうと、たくさんの人が清荒復活大作戦に鯵加しました.



-どん忽人n'加入するのですか

>20・に怠ったらみ怒さん個民

年金に組入することに"っています

闘史司F・1;a・入している人'"・"の懐悌
険IU:sl"けられ.寸

爾1噛開 明 l崎山0・
.の人.についていない人少生命ど.

.，.観保・・ 四厚生年会中共..・6ー細
入Lている人
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相. .とな令た..に :UI~れます. 

. 盆惨老後だlフで怒く るしらの崎に
も保障が句。.す.

0"民年盆制盤継温月間

.保晴料を払

え忽かったら

年金陰も5え
怒いのですか

砂心配し忽いで組観してく従さい

f輔副J~'J，'J:t T 
所得帥会い割削どで輔n，・肉め
られな‘と倉 納付が.・8れることがあ
。"九年金.NtIH令る・会免除笹
川期即納のた嗣叫叫抑'"舗
が保障さI11To
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氏lli-itl;l:.aの醐叶わぜて酔
婚ます.うま句 ・・・Eがk・'.ても
安<'.

4担金@豊噂調.，愛.，に.，官官"・
住宅賞金阪商資傘が・りられ響す.

H加し込み 闘い合bぜIH優良明民年金

佐世岨会 情 26-0・'"
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くわしくは市役所国民年金謀へ

組l...~~H12 
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こんなに便利!

安全・・・納付書の紺失や現童を持ち

歩く心配があDません。

確実・・・ついうっかり納期限を忘れ

て、延滞童を払う恕どのム

ダがあDません。

便利・・・0お仕しい方‘お留守がち

忽方、童融構聞に行くのが

不憧忽方は納めに行く手闘

が省けます。

。撞替手数料が切かか5
す、通銀に納税の記録が残

Dますので家計簿の代わ口
と怒ります。

いそがしいなあ
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あなたの税金は・・・

道路や町並みの盤舗のため

=戸
d戸

煩E腐を守るため

安全芯くらしのため

纏祉の充実のため

よりよい1I!J1をつくるため

芯どに使われ、皆織のく5しに役立っています。
税へのご理解をお願いします。
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